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フロントスポイラー
取付・取扱要領書
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この度はＴＲＤフロントスポイラーをお買い上げ頂き誠に有難うございます。
本書は上記ＴＲＤフロントスポイラーの取付け、取扱についての要領と注意を記載してあります。
取付け前に必ずお読み頂き、正しい取付け、取扱いを実施して下さい。
なお、本書は必ずお客様にお渡し下さい。

□構成部品一覧表

① フロントスポイラー

② タッピングスクリュー

③ サスナット

④ クッション

⑤ エンブレム

⑥

⑦

パックプライマー
(素地品のみ）

モール(素地品のみ)

⑧

MS341-12007 ホワイトパールクリスタルシャイン(０７０)

MS341-12008 シルバーメタリック(１Ｃ０)

レッドマイカメタリック(３Ｒ３)

MS341-12009 ブラックマイカ(２０９)

素地（プライマー処理品）

黒／グレー

MS341-12010

MS341-12006

取付･取扱要領書

No. 品  名 品 番 個数 色／備考

①

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

本商品は、車両登録後に取付けを行って下さい。
登録前に取付けを行った場合、持込みの新規検査が必要となります。
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ＰＡＣプライマー
N‐２００

   
          

引火性固体 危険等級Ⅲ

切り口 有効期限/ＬＯＴ Ｎｏ:枠外に記載

火気厳禁

湿分・水分厳禁

接着促進剤

内用物重量：3.5ｇ

３Ｍ

注意事項
・取り扱いには十分注意してください

構成部品

使用道具

この度は、本製品をお買上げ下さい
まして誠に有り難うございます。

・ドライバー
・スパナ
・トルクスレンチ

○○○○○

取付説明書
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注意(1)   本商品の交換･取付作業は必ず専門の整備工場で実施して下さい｡

警告(2)   取付作業は､必ず平坦な場所でエンジンを切り､サイドブレーキがかかっていることを確認後､

     行って下さい｡不安定な場所で作業､車が動く状態での作業は重大な事故原因となります｡

確認(3)   本商品は過去に事故歴のない車に確実に装着できます｡

確認(4)   本商品到着後はすぐに､本体に破損がないこと､付属品が全て揃っていることを検品して下

     さい｡

注意(5)   本商品(品番MS341-12006のみ)は未塗装のため､車両の塗装色に合わせた塗装が必要になりま

     す｡塗装せずに生地のまま使用しますと､耐候性が劣ります｡

警告(6)   焼付け塗装の際に､焼付温度を70℃以上に上げますと､製品に変形や割れが生じますので､焼

     付温度には充分ご注意下さい｡

警告(7)   本商品への改造･加工は絶対に行わないで下さい｡破損や事故の原因となります｡

警告(8)   本商品を適合車種以外には絶対に使用しないで下さい｡破損や事故の原因となります｡

警告(9)   取付けの際は､本書の指示に従って各ナットを締付けて下さい｡取付け時に緩みがあると徐々

     に緩みが生じ､脱落等により重大な事故の原因となります｡

注意(10)  装着初期は､ボルト･ナット類が緩みやすいので､走行前にはかならず増締めを行って下さい｡

注意(11)  他社製品による改造箇所がある車両では、場合によっては本商品本来の性能を充分に発揮で

     きないことがあります。

警告(12)  取付け後、本商品と他の部品とが干渉していないかを確認してください。干渉している場合

     は、本商品を購入した販売店にご相談下さい。そのまま走行すると破損や故障の原因となり

     ます。

警告(13)  本商品装着後に、衝突等の強い衝撃を受けた場合、取付部分や本体に変形や破損、故障を生

     じる場合がありますので、直ちにご使用をお止め下さい。

警告(14)  走行中に異常な振動や音等を感じたら直ちに安全な場所に停車し、整備工場にて点検を受け

     て下さい。そのまま走行を続けますと、車両の破損や事故の原因となります。

警告(15)  本商品は基本的に舗装路での走行を想定して設計されています。悪路や雪道での走行は、商

     品によっては破損の原因になりますのでお止め下さい。

警告(16)  本商品には充分な強度・耐久性を持たせてありますが、保管条件や取扱条件、走行条件に

     よっては破損、故障が起こる可能性があります。保管、取付作業、ご使用に際しては充分に

     ご注意下さい。

注意(17)  塗装後のお手入れの際には、シンナー、ガソリン等の有機溶剤は使用しないで下さい。変色

     ・変形の原因となります。

注意(18)  取付作業や走行にともない、車両本体または本商品が損傷した場合のクレームには応じかね

     ます。上記の事項と本書の装着手順を必ずお守り下さい。

■取付・取扱上の注意

この取付・取扱要領書では安全にご使用いただく為に、特にお守りいただきた
いことなどを次のマークで表示しています。

警告！

注意！

記載事項を守らないと、重大な傷害や事故・車両火災に及ぶか、最悪の
場合、死亡につながるおそれのあること。

記載事項を守らないと、事故につながったり、ケガをしたり、車を損傷
するおそれがあること。
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断面図

クリップ
反対側も同様

モール⑦貼付け範囲段差基準

段差基準

フロントスポイラー①

モール⑦
巻き込みに注意し
隙間のないように
貼付け

傷付き注意

□組付要領
 1.モールの貼付(未塗装品のみ)
   (1)塗装後、図のようにフロントスポイラー
   ①に、モール⑦の両面テープの離型紙を
   剥がし、貼付ける。モールは長めに設定
   されているので、長さを合わせてハサミ
   等で切り落とす。

注意：モール⑦を貼付ける部分は、アル
   コール等で脱脂後にプライマー⑥
   を塗布して下さい。脱脂・プライ
   マー塗布後は充分に乾燥させて下
   さい。

！

注意：クッション④を貼付ける部分は、
   アルコール等で脱脂して下さい。
   脱脂後は充分に乾燥させて下さい。

！

注意：取外したタッピングスクリュー・
   クリップは再使用しますので、無
   くさない様に必ず保管して下さい。

！

□取付要領
 1.純正スポイラーの取外し
   (1)車両整備書を参考にし、純正スポイラー
   を取外す。

注意：取外したボルトは再使用しますの
   で、無くさない様に必ず保管して
   下さい。

！

 2.エンジンアンダーカバーの取外し
   (1)車両整備書を参考にし、エンジンアンダ
   ーカバーを取外す。

 2.クッションの貼付
   (1)図のようにフロントスポイラー①のブラ
   ケット(６箇所)の裏側に、クッション④
   の両面テープの離型紙を剥がし、貼付け
   る。

ﾓｰﾙ貼付基準

段差基準

ブラケット

ブラケット

タッピングスクリュー(７箇所)
※センター部を除く６箇所を再使用

ボルト(８箇所)

フロント
スポイラー①

クッション④

クッション④は
ブラケットから
はみ出さないように



10mm

20mm

20mm

７.５mm

中央断面図
マスキング
  テープ

斜線部脱脂

離型紙を全て剥がす

短い２箇所のみ

離型紙

マスキングテープ

 5.取付け準備
   (1)図のようにフロントバンパーのフロント
   スポイラー①の取付部の汚れを取り除き、
   アルコール等で脱脂する。
  (2)図のようにフロントバンパー中央に、Ｒ
   止りから７.５mmの所に取付け高さ基準
   をマスキングテープでマーキングする。

  (3)フロントスポイラー①の両面テープの離
   型紙を、図のように短い２箇所は全て剥
   がす。その他の部分は、中央から外側に
   約３cm剥がし、マスキングテープ等で表
   側に貼付ける。（６箇所)

注意：外気温が１５℃以下の場合、両面
   テープの接着力が低下しているの
   で、テープ面及び接着面をドライ
   ヤー等で温めて(約４０℃)取付け
   て下さい。

！

注意：両面テープの離型紙を全て剥がし
   てしまうと正しい取付位置に取付
   けにくくなります。

！
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 3.取付け穴加工
   (1)図のようにホイールハウス部の折り返し
   下側の角から４５mmの所に目印をつける。
   (2)図のように目印からバンパー端末に対し
   て垂直に９mmの所に刻印する。
  (3)図のようにφ３、φ６のドリルの先端に
   ストッパーになるようガムテープを巻き
   つける。
  (4)φ３のドリルを使用してホイールハウス
   の刻印位置(２箇所)に下穴をあける。

 4.フェンダーライナーの加工
   (1)図のようにフェンダーライナーのくぼみ
   形状の上側の角から２０mmの所から上に
   ２０mmまでの部分を１０mmの幅でニッパ
   ーなどで切り取る。(斜線部)

   (5)下穴(２箇所)にφ６のドリルで穴をあける。
  (6)穴のバリを取り除く。

注意：バリを取り除く時には、穴径が大
   きくならないように注意してヤス
   リ等で取り除いて下さい。

！

アドバイス：穴あけ加工時は、ドリルは
      ホイールハウスに対して垂
      直にし、刻印位置からズレ
      ないように注意して下さい。

10mm ガムテープ

図はＬＨですがＲＨも同様に作業を行ってください

図はＬＨですがＲＨも同様に作業を行ってください

ドリル

４５mm

９mm

注意：作業時は保護手袋および保護メガ
   ネを着用して下さい。

！

注意：フェンダーライナーの加工を行わ
   ないとタッピングスクリューと干
   渉します。

！



タッピングスクリュー
   (再使用)
   (６箇所)

 ボルト
(再使用)
(８箇所)

タッピングスクリュー(再使用)

エンジンアンダーカバー

ブラケット

フロント
  バンパー

フロントスポイラー①

注意：両面テープの離型紙を外側から先
   に剥がすとスキが発生する恐れが
   あります。

！

注意：両面テープ接着後２４時間以内は
   洗車しないで下さい。

！

注意：両面テープは十分に圧着して下さ
   い。圧着が不十分な場合は、浮き
   剥れの原因となる事があります。

！

   (8)フロントスポイラー①を(2)でマーキング
   した高さに合わせて、左右のズレ・スキ
   が無いか確認し、両面テープの離型紙を
   番号順にゆっくり剥がし、十分に圧着し
   ます。
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  (5)フロントバンパーにフロントスポイラー
   ①を合わせ、ホイールハウスをタッピン
   グスクリュー②(２箇所)で仮止めする。

   (6)図のように下面ブラケットを、フロント
   バンパーとエンジンアンダーカバーの間
   にはさみ込み、純正スポイラーとエンジ
   ンアンダーカバーを取外したタッピング
   スクリュー(６箇所)と取付ボルト(８箇所)
   で仮止めする。
   (7)ホイールハウスのクリップを取付ける。

サスナット③

向きに注意

このすき間を
狭くする

サス
 ナット③

フロントバンパー

サス
 ナット③

つぶす

   (4)図のようにフロントバンパーのホイール
   ハウスの穴あけをした場所に、サスナッ
   ト③をはさむ。

注意：図のようにサスナット③の差し込
   む向きに注意して下さい。逆に取
   付けるとタッピングスクリュー②
   が取り付かなくなります。

！

アドバイス：サスナット③が緩い場合は
      プライヤー等でつぶして使
      用して下さい。

   (9)フロントスポイラー①のホイールハウス
   のタッピングスクリュー②と下面のタッ
   ピングスクリューとエンジンアンダーカ
   バー取付ボルトを本締めする。
  (10)フロントスポイラー①の中央の座面の汚
   れを取り除き、アルコール等で脱脂する。
 (11)脱脂した座面にエンブレム⑤を貼付ける。

エンブレム⑤

１ ２

３

４

マスキング
  テープ

マスキング
  テープ

タッピング
 スクリュー②

  クリップ
反対側も同様


